cnkilLife

HmE: CES2 v¥ ¥R/ n—F LR
Hh % 04 &S: APRab08686

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

o H
wRiEE
H7E

mREE
BEFE
RS

iB{zFID
SwissProt ID
BERE

Al
Bt

D9 ¥R S 0—F Ik

SEE

WB,IHC,ICC/IF,ELISA

Eb. Tyb. ¥UX

IEHIR

HKEIE

I9G

RUsn—+i

N

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AR

e

50% &) O—JL, 0.5% (FE5 > /o E, 0.02% Hi% 1 THEEI N £&¢ PBS &,
TI4 =T 4T

WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:20000-1:40000

61kDa

CES2

CES2; ICE; Cocaine esterase; Carboxylesterase 2; CE-2; hCE-2; Methylumbelliferyl-acetate
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	背景
	この遺伝子は、カルボキシルエステラーゼ大ファミリーのメンバーをコードします。このファミリーのメンバーは、コカインやヘロインなどの様々な生体外物質、およびエステル、チオエステル、またはアミド結合を持つ内因性基質の加水分解またはエステル交換反応を担っています。脂肪酸アシルおよびコレステロールエステルの代謝に関与し、血液脳関門系において役割を果たしている可能性があります。この遺伝子によってコードされるタンパク質は主要な腸管酵素であり、腸管薬物クリアランスに機能します。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2010年10月],触媒活性：カルボン酸エステル + H(2)O = アルコール + カルボン酸塩。,機能：生体外物質の解毒およびエステルおよびアミドプロドラッグの活性化に関与します。 4-メチルベリフェリルアセテート、ヘロイン、および6-モノアセチルモルヒネの加水分解に対して高い触媒効率を示す。,PTM：グリコシル化。,類似性：B型カルボキシルエステラーゼ／リパーゼファミリーに属する。,サブユニット：モノマー。,組織特異性：腸管で優先的に発現し、肝臓でも中程度の発現を示す。腸管内では、小腸で最も高い発現が認められ、結腸および直腸では低い発現を示す。,
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	パラフィン包埋ヒト肝癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

